
私がそれを正しく発音できるようになるま

でには、「ブラザー？」「プラウダ?」

「ブラジャー？」と聞き返さなくては

ならなかった。でも意味はよくわから

ない。「それが何かはなんでもいいか

らさ。とにかくね、ヤツ（くんちゃんの

友達。パソコンに詳しい）が言うには、イ

ンターネットマガジンの95年12月号に

“ネットスケープ”というソフトが付い

てて、WWWはそれを使って見るも

のらしいよ」。ふ～ん。よくわからな

いけれども、インターネットマガジン

という雑誌があるらしいことと、12月号

というからにはすでにバックナンバーであるらしいことはわかる。

というわけで、まず、近所の本屋さんに行って、その雑誌の今出ている号を買

ってきた。いつもはこういうのは立ち読みだけど、イサム部長からインタ

ーネット勉強会コーディネートを仰せつかった今、“金はある程度使っていい”私

である。その本の最後に出ていた常備店とされている本屋さんに行き、近くで適当

にサボってから、ずっしりと重い本の包みを抱えて会社に帰ると、イサム部長から声

をかけられた。「箱根君どうしたの、そんなに重そうなもの持って？」「あ、インター

ネットの本を買ってきたんです」「そうかそうか。やってくれてるね。本なら新人の

タモツが雑誌を1冊持ってきてくれていたよ。僕の机の上にのってるから持っていっ

て見てみてよ」

そう言ってイサム部長は冷たそうなマグカップを持ったまま会議室へ消え

てしまった。机の上を見ると、そこには表紙のよれたインターネットマガジン

12月号があった。ありゃ、2冊もいらないのに。
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この連載は東京・小金井市に住む新婚夫婦がインターネットを
使いこなすようになるまでの道のりを実話にもとづいて語るものです。
先月家でもインターネットができると知った2人。今月はWWWに挑戦。

主人公・箱根たまみ
1965年4月生まれ。化粧品会社企画部
勤務。ワープロ（書院）所有。パソコ
ンもロータスくらいは使える（入力程度）。
パソコン通信未経験。部長からインター
ネットを勉強しろとせっつかれている。

たまみの夫・箱根くに丸
1964年4月生まれ。食品メーカー物流部
門勤務。98からマックに乗り換えた口。
ASAHIネットの古参会員でパソコン通信
歴は長いが、インターネットはブームで
終わると思うと始める気がしない。

第2回 会社のみんなにWWWを見せてあげたいんだけど！

自分よりもパソコンに詳しい人っ

てホントにありがたい存在だよね。ヤツは

僕らが意味も機能もわからないボタンに触

れる前に、バルーンヘルプのように適切な

情報を惜しみなく、時にはじゃまにな
るほど提供してくれる。でも会社では僕

も課長のバルーンヘルプとして機能してい

て、向学心のない上司に少々頭にきてい

るのだ。そう言えばヤツも別にもっと詳し

い人間をバルーンヘルプとしてキー
プしていて、その人もまたさらに詳しい人

間を……。

「しらじらしい」と言わないよ

うに。ホントに今まで買ったことはな

かったのだ。あぁ編集部のみなさん、

ごめんなさい、ごめんなさい！ で

も最近よく取引先から「箱根さん、イ

ンターネットって……」と聞かれるん

だけど、ちゃんと説明できないし、で

きてもめんどくさいから「あ、それなら

まずインターネットマガジンを買って

ですね」と言うことにしています（先

月から?）。わが社のメディア室という

あやしい部署に飛ばされた同僚も

読んでいると申しております。信じて

Illustration : Sachiko Hiruma
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過ぎたことは気にしないで、とにかくネットスケープというものをマックに入れ

ることにした。CD-ROMの使い方は前にくんちゃんに聞きながらやったこ

とがあるからどうということはない。とにかく前進あるのみ。ちなみに、私の部署で

は当面マックでインターネットのあれこれを進めるということになった。企画部は広

告原稿も扱う事情ですでにマックが入っている。それに私の場合、くんちゃんもマッ

クを使っているからなにかあったとき聞きやすい。私たちを野次馬的に見ている他の

部署の一部の社員からは「ウィンドウズ95にしなよー」とも言われ、私もちょ

っと迷ったけれど、すぐにきっぱりとその考えは捨てた。だって、うちの会社には

まだウィンドウズ95とかいうのがどこにも入っていないから、これではわからないこ

とがあっても誰にも聞けない。これは困る。逆に、それを自力で頑張って解決しなが

ら覚えたら、今度は“95のことは箱根さんに聞け！”ということになってしま

う。これはもっと困る。

ネットスケープは簡単だった。インストーラ（って言うのよ。えへ

ん）を探してダブルクリックしたら、あっと言う間に“N”の字

のアイコンができた。うんうん、確かに

“Netscape 1.1E [ja]”と書いてある。

これがくんちゃんの言っていた「ブラウザ

ー」ってやつね。何を隠そう、うちの会社

のマックには実はモデムというものが付いて

いた。イサム部長が機械音痴なのをいい

ことに、リース屋さんが「えい、やぁっ！」と

置いていったのだ。そして、今まで誰も使ったこと

がない（たぶん）。私もそのお弁当箱がなんなのか、今

まで気にもしていなかった。今どうしてそれがモデムだ

とわかるかというと、うちのマックの横にあったのとそっくりだ

ったからだ。

さて、いざ、恐らくくんちゃんもまだ

見たことのない感動のインターネッ

ト体験！と一人で意気込んでいたら、

イサム部長が帰ってきた。

「ぶ、ぶ、部長！ 見てください！」

CD-ROMったって、GADGETと

かHORROR TOURで遊んだくらいだと思

うんだけどなぁ。でもたしかExcelをCD-

ROMからインストールしたときはたまみち

ゃんに操作してもらったんだっけ。対話式

のありがたさシミジミって感じ。あの時は

たまみちゃんが会社の宿題かかえてて、記

者会見でオドカシに使うグラフ作り
をやらなくちゃいけないのに僕がパエリア

を作るのに燃えてる最中だったのだ。

例のヤツの家には、

もう二度と電源を入れてもら

えないモデムがごろごろ
していたけど、新品のモデム

で稼働してないものってのも

あるんだなぁ。後で聞いてみ

たらそれは28.8Kで、去年の

旬に買ったらしい。巷には

28.8のモデムが店頭になくて

泣いたり怒ったりしてた人が

多いというのに。ほとんど民

衆への裏切りですな。

賢い。別にウィンドウズ95に

しなかったことが賢いって言うんじゃ

なくて“バルーンヘルプ”にされてし

まうのをしっかり回避したという

点で偉い！　頼もしい！　ちなみに僕

の会社にもまだ95は入ってないんだ。

だけど知り合いの食堂コンサルタント

の先生がこの間導入したので「どうで

すか？」って聞いたら、「マックなみ

に金がかかるようになって泣いてます」

って言ってた。僕もメモリが640キロ

でハードディスクは40メガっていう

DOS時代が懐かしい。
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わが家のインターネット奮闘記

もう1つついでに、何を隠そう私にはASAHIネットのIDがあったのだ。これは

知らなかった。実はくんちゃんと結婚する前、くんちゃんちに遊びにいった

ときに「君もパソコン通信しなよ。ワープロがあればいいんだよ。面白いよ～。ラ

ブレターも送れるよ～」とかなんとか言って、こっちはなんだかわからないうちに

「オンラインサインアップ」ということをさせられていたらしいのだ。それで私が知ら

ないうちに毎月1000円也が銀行引き落としになっていたんだから、今考え

るとキケンなヤツだ。そのことをちょっとなじったら「じゃあ僕が買ってあげたワー

プロ用のモデムはどうしちゃったの？」と怒られた。そう言われてみれば、去年高校

生のいとこにあげたワープロに、いつ頃からか変なものがくっついていた。

「箱根くん？」「あ！　そ、それでですね、部長。い、今、インターネットつなぎ

ますから、見ててくださいね！」「おぉ！　そうか！　すごいぞ！　おーい、みんな

ぁ……」

イサム部長はあまりかっこいいとは言えない、社内での存在感もライトな人だ

けれど、なんとなく可愛い雰囲気もあるので、たまに「おーい、みんなぁ」

などと声を出すとフロアじゅうの社員が面白がって集まってきてしまう。企画部の

マックの周りにはあっと言う間に人だかりができた。「いきます！」

私はおごそかに“N”のアイコンをダブル

クリックした。

あれ？（図1）“利用期限”て何

よー。でもこういうOKボタン

が1個しかないのはクリックすればそれ

でいいのよ。カチッ！ あれー？また

同じのが出たぁー。周りのみんなはそ

れでもまだ「何が始まるんだろう？」

という感じで見ている。落ち着くの

よたまみ！もう1回やってみるのよ！

変なメッセージは消えた（図2）。そ

して、企画部のフロアの人だかりの

真ん中には、長くそして気まずい

沈黙が流れた。

気がつかないやつもどうかして

いる。たまみちゃんのほうがキケンだ

よ。家計を任せているのがちょっと不

安。ちなみに本当はラブレターを
何通も送ったのに、結局一通も読

んでもらえなかったのだ。ぐっすん。

しかもここにも稼働しなかったモデム

があったとは…合掌。そういえば僕の

ニフティのIDもずっと眠った
ままなんだけど、使わなきゃタダだ

と思って安心してたら今度から毎月一

定額とられるようになるって本当？

あんまり人のこと笑えないなぁ。調べ

てみよぉ～っと。

いい勘が身についてきたね。もっとも、

OKとかボタンが1つしかなかったらクリックか

エンターするしかないんだけどさ。ああいう表

示はダイアログっていうんだけど、ボタンが1つ

のものはだいたい不吉なことの前兆ってことが

多いよね。ほとんど“最後通告”というか“お
前はすでに死んでいる ”状態（古い）だ

よね。いやなもんだなあ。

図
1

図
2
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夫「それで？　どうなったの？」

妻「ネットスケープの右上にまた同じ“N”の字があって、

なんだか押してほしそうにしてるから、これかなと

思って押したのよ。そうしたら……」

夫「“ネットワークソケットを接続できません”（図

3）でしょ？」

妻「えー！　どうして知ってるのぉ？」

夫「実は僕もここんところずっと会社で格闘してたんだ」

妻「なんだぁ（くんちゃんもインターネットマガジン12月

号買っちゃったんだ。せっかく1冊会社から持ってきた

のに）。それで私、会社を出てきてから気がついたんだ

けど、私のASAHIネットのIDってネットスケープに

登録するの忘れてたのよ。だからつながらなかったの

かなぁって……」

夫「問題はそこなのですよ。僕も最初それを登録するよう

な場所を探したんだけど、ないでしょ。それでひょっ

として今使ってるパソコン通信ソフトでネットとつない

でから、それからネットスケープを立ち上げて読み込む

ような感じかなとも思ってやってみたんだ」

妻「えー！そうなの？（私って勘がいいかも）」

夫「ブッブー。全然違った」

妻「なんだぁ……」

夫「本当はね、例のコウルサイヤツによると、

“MacTCP”（マックティーシーピー）と“MacPPP”

（マックピーピーピー）というイニットがいるそうなん

だ」

妻「なぁにそれ？（イニットって、ニットの一種かし

ら？）」

夫「これですよ。2つとも例のCD-ROMに入ってい

るから、それをコントロールパネルにぶち込んでリセッ

トして、それぞれ開いて必要な設定をして、またリセッ

ト」（図4）

妻「その設定ってどんなもの？」

夫「ASAHIネットの会議室に解説があったよ。それはこ

のファイルだからフロッピーに入れてあげよう。ヤツの

図
3

インターネットマガ
ジンのC D - R O M から
MacTCPとMacPPPをシ
ステムフォルダーにぶち込
む。いや、コピーする。
コピーするとき何か聞か
れたら、たまみちゃんの言
うようにとりあえずOKポ
タンを押せばいい。

図
4

図
5

図
6

まず、コントロールパネルで
MacTCPを選び、起動する。この
画面が出たらMoreをボタンを押
す。前進あるのみ!

d 再 起 動してMacTCPを設定 d

d CD-ROMからコピー d

「Server]をチェッ
ク。IP AdressのClassは
「C」。Domain Server In-
formationは、ASAHIネッ
トからインターネットにつな
ぐ場合は、Doma i nが
「asahi-net .or. jp」でIP
Adress Defaultが「202.
32.25.34」。OKを押して
またリセット。
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一、WWWを見るにはブラウザーというものがいる。

（ネットスケープがメジャー）

一、それは単独ではでくの坊である。

一、それはパソコン通信ソフトとは関係ないからパソコ

ン通信のことは忘れなければならない。

一、それはマックならマックティーシーピーとマックピ

ーピーピー（コピーしたらコンフィグピーピーピー

となる）が必要なのである。

一、ちゃんとつながるまでには地道に「設定」しない

といけない。でもすでにつながってる人に言われた

とおりにやればだいじょうぶなのである。

byたまみ・くに丸

話だ、とインターネットマガジンの去年の7月号でも

ちょっと説明があったらしいけど見てない」

妻「95年7月号ね」

夫「こう設定してこうやって……あ、ちょっと待ってて」

（図5～8）

妻「なんかすごくめんどくさーい」

夫「よし、これでネットスケープを立ち上げると……」

（図9）

妻「やったー！ すごーい！ 絵が出たー！」

夫「でもね、1つ問題があるんだ。このネットスケープは

試用版で、去年の11月30日以降はこれを作った会社

のコンピュータにしかつながらないんだ」

妻「えー！ ずるーい」

夫「でも今この右下のNowボタンを押せば、新しいバー

ジョンがダウンロードできるんだ」

妻「（ダウンロードってよくしらないけど）わーい！」

コントロールパネル
からConfigPPP（コンフ
ィグピーピーピー）を選
ぶとこの設定画面になる。
POPに「ASAHIネット」
と入れて、Port Nameは
「モデムポート」を選ぶ。
あとはわかんないからほっ
といて、Configボタンを
押してっと。

図
6

モデムは28.8Kbps（エヘン）だから、Port Speedは大きく出て
57600。FLOW&Controlはふつうはこれだって。うちの電話はプッシュ式だ
からTone、あとは電話番号だな。よし、Authenticationをクリック。

ここでIDとパスワードを入れる。これでOKだ。ASAHIネットからつな
ぐときはときは、図6のConfigPPPからOPENボタンを押す。

図
9

ネットスケープ起動。これがダブルダブルダブル。右下のNOW
がネットスケープ・ブラウザーの新バージョンを手に入れるボタンだ。

図
7

d ConfigPPPを選ぶ d

d Configボタンを押してっと d

d Authenticationをクリック d

図
8
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